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研究要旨 

一般住民における小径神経障害は非糖尿病症例では酸化ストレスが、空腹時高血糖では代

謝性エンドトキセミアが関連する可能性がある。長期観察地域コホートにおける感覚機能異

常の実態調査において酸化ストレスおよびエンドトキセミアを評価し小径神経障害の促進・

原因因子を明らかにした。 

 

Ａ．研究目的 

小径神経障害の促進、原因因子を地域住

民の健康診断を利用して明らかにする。 

 

Ｂ．研究方法 

 2017年度岩木健康増進プログラムの参加

者1037症例を対照とした。正常耐糖能 89

4症例、空腹時高血糖 55症例、2型糖尿病 

81症例であった。小径神経機能検査であるP

INT検査を行い、血液学的検査、理学的所見

との相関を検討した。 

 

（倫理面への配慮） 

対象患者には、書面による同意を取得し

た。 

 

Ｃ．研究結果 

非糖尿病症例では、PINT値とBMI、腹囲、

収縮期高血圧、HbA1c、アキレス腱反射の

低下、酸化ストレスマーカー（尿中8-OHd

G）との相関が認められた。これら因子で多

変量解析を行ったところ、HbA1cと8-OHd

Gが有意に相関を示した。 

一方、糖尿病症例を加えて検討を行った

ところ、非糖尿病症例と同様にメタボリッ

クシンドロームの因子とともに、血中リポ

ポリサッカライド結合タンパク（LBP）がP

INT値と正の相関を示した。 

多変量解析でもLBPがPINT値と有意な

相関を示していた。 

 

Ｄ．考察 

非糖尿病症例では酸化ストレスが、糖尿

病症例ではLBPが小径神経障害の促進因子

であると考えられた。特にLBPは腸管から

のエンドトキシンを反映するマーカーであ

り、炎症の指標でもある。腸内細菌と糖尿病

性神経障害の関連はいまだ不明であるが、

その可能性を大いに示唆する所見と考えら

れた。 

 

Ｅ．結論 

 非糖尿症例、空腹時高血糖症例でも生活

習慣に介入し、糖代謝、腸内細菌を改善する



ことは小径神経障害の進展阻止に重要であ

る可能性がある。 
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